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広　  告日経ＡＲアプリを「ad plus」ロゴにかざすと、「新聞広告事例紹介」のウェブページにリンクできます。
アプリの詳細は「日経ＡＲ」で検索してください。

日本経済新聞に掲載された広告の中か
ら注目された紙面を紹介｡反響や制作側
の思い､表現の工夫などからその訴求力
の源を考えます。

企画・制作＝日本経済新聞社Ｎブランドスタジオ

企業ブランディング広告事例L a y e r X
　「たいへんなルーチンを、ラクチンに。」。左上の吹き出しを見
て納得。インボイス制度対応で残業って確かにイヤだな。えっ、で
も「お国言葉」？ＬａｙｅｒＸは９月１２日付日本経済新聞朝刊で、
自社の法人支出管理サービス「バクラク」の全面広告を掲載した。
　標準語の「やりたくないです」を各地の方言にした。北海道で
は「やりたくないべさ」、東海３県なら「やりたくないがね」として
同じ日に展開。企業のデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）支
援で首都圏を中心に導入を広げてきた同社だが、インボイス制
度対応は全国の問題で、経理だけではなく経営者や従業員の正

しい理解も必要。各地のパートナーとの連携も重要だ。「地方企
業の経営者や税理士法人、会計事務所にも知名度を広げたい」
（稲田氏）と、全国のビジネスパーソンに読まれる新聞に注目。地
域ごとに異なる紙面を作成、台詞の「主」も北海道はキタキツ
ネ、東海は名古屋城の金シャチなどご当地シンボルにした。
　制度スタート後の１１月１４日付朝刊では、全国共通のビジュア
ルとともに、「お疲れさまですインボイス残業」というメッセージ
を発信した。インターネットで閲覧者層に的を絞る「ターゲット広
告」の発想を、新聞ならではの特性と融合する試みといえよう。
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